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＜連絡事項＞
特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・恵茂田　義春様～本日で歯科治療は終了。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。スタッフへの話し掛けも過度になり過ぎることなく過ごし

ており、他者トラブルもなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介
入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後の開放観察に置いて、ホールに走り出ては他

室侵入し他者の私物を盗り、他者が不穏となるため、早めに開放観察

を終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察
を行っていく。
・袴田 将志様～終日隔離中。頭痛を訴え13:05頓服を内服し、対応しているが、頻回に壁を叩いてスタッフを呼び、多弁に妄想的な話題を話す、気分高揚的な様子が見られている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・高栁　和子様～自分の顔面の内出血を気にして奇声を上げ、泣き出したりしているが、自室に誘導すると、穏やかに過ごされている。奇異行為や危険行為も見られず他者トラブルもなし。
・藤井　崇史様～他者の様子から苛々を訴え9:00、12:00、14:00、と3回にわたって頓服を服用している。トイレのガラス窓から、特定女性患者Ｉ様の動きをジッと凝視する行為もあり。トラブルには発展していない。
・木村　格治様～朝、昼食後のアローゼンは拒薬している。排便時の儀式的な言動、行為と、下肢の神経障害の妄想等の精神症状は持続しているが、日課は支障なく行うことが出来ている。
・田中　トシヱ様～帰宅要求の言動無く、穏やかに過ごされている。
・木村　茂様～拒食は持続しているが、介助に対し激しい言動で拒否し、殴ろうとする動作もあり、粗暴的に拒否をする。拒薬行為もみられ、投薬時の対応も要している。
・飯岡　裕子様～8：00オキシコドン2cap内服。体温37.1℃、他バイタルサインの異常なし。フェイススケール④。顔色不良持続。
・吉田　レイ子様～食事は1/3。自室にて過ごしている。泣き出すことあるも話し傾聴し落ち着いている。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・藤井　崇史様～苛々する事が多くなり、頓服薬の使用回数も増えている。診察時イライラの理由として「東A棟にいるから。」「西に行ければ。」等と話す。6/10よりリスペリドンOD錠6mg→9mg、バルプロ酸Na徐放錠A　400mg→800mg増量となる。又、レボトミン錠25mg追加となる。
・和田　昌様～6/10よりハロペリドール錠0.75mgは中止とする。
・河原木　泰志様～定期薬処方変更無し。

＜新入院患者＞
日時：R2.6.5　11：06
　　氏名：清水　浩（しみず　ひろし）様

生年月日：昭和34年6月29日（60）

　　病名：若年性アルツハイマー型認知症
　　性別：男性

　診察医：馬渡Dr.

　主治医：馬渡Dr.

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Ｄユニット

　 (経過）

　現在、妻と2人暮らし。H26年うつ状態となり八戸市民病院にて薬剤加療をしたが症状の悪化と軽快を繰り返し1年程で治療中断。H30年4月パソコンの操作が出来ない、会計時の釣銭の計算が出来ない事を主訴に大里脳神経リハビリテーションクリニックを初診。八戸市民病院での精査も行い、同クリニックにて"若年性アルツハイマー型認知症”の診断を受け、薬剤療法開始となる。R1年に苛々感の出現やトイレットぺーパーを畳んで食器棚に置くなどの奇異な行動見られ同クリニックより症状の進行緩和目的にて当院R2年5月15日初診。薬剤加療行っていた。本人の不機嫌、易怒的さが増し妻様に暴言や物を投げる行動見られ、対応する妻が恐怖心を抱き疲弊している状態。施設入所も視野に入れ環境調整と症状改善目的にて入院加療を希望し東Dユニットへ医療保護入院となる。

【備考】

　・要介護2　デイサービスを週3回利用

　　・担当ケアマネ　まゆすい　堀様
＜新入院患者＞
日時：R2.6.5　13：13
氏　　名：小山田　チヤ（おやまだ　ちや）様

生年月日：昭和3年4月22日（93）

病　　名：認知症疑い

性　　別：女性
主治医　：馬渡Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Bユニット
(経過）　

　同居していた長男が、令和2年5月2日にうつ病の診断にて当院に入院したことから、単身での生活となっている。

　市内在住の娘が定期的に訪問し、様子を見ている状態であるが、長女に対しても突然暴言を吐くような状態が続いている。情動が著しく不安定であり、妄想的発言も持続している。令和2年4月下旬頃より、本人の対応に疲弊した長男が自宅から出て行き、長男はホ

テルを転々として過ごしていた。その後より、向かい側の住宅に長男が隠れているのではないかと考え、向かいの家を監視する様子なども見られている。また、長男に対して「愛人を作って出て行った」などの発言も聞かれている。定期的に訪問してきている長女が長男の荷物を整理しようとしただけで、「触らないで！！」突然易怒的となり叫ぶ様子も見られている。長女も対応に苦慮しており、入院加療を希望し当院を初診、鑑別診断・薬剤治療目的にて、東Bユニットへ医療保護入院となる。
